
 

 

 

日差しが強い日や寒さが厳しい日など、散歩や外遊びが難しいときには、家庭にある身近なものを工夫するこ

とで楽しく過ごすことができます。小さい年齢のお子さんにとっても、大きい年齢のお子さんにとっても家庭で

元気いっぱい遊ぶことができるヒントになると嬉しいです。 

また、お子さんの発達段階に合わせて力加減などを工夫し、けがや窒息など危険のないように注意しましょう。 

 

 

ハイハイやつかまり立ちの頃はあ

ちこち動き回ることが楽しい時期。

遊びをとおして足腰や腕の力がつ

き、バランス感覚も身に付く経験に

なるとよいですね。繰り返し経験を

する中で、安全な登り降りや転倒時

など、体の動かし方を自然に学ぶき

っかけになるかもしれません。 



 


